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「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
と
芥
川
龍
之
介
（
二
）

五　

島　

慶　

一

　

本
稿
は
『
熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第

十
四
号
（
二
〇
二
一
・
九
）
に
掲
載
し
た
「『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス

ト
フ
』
と
芥
川
龍
之
介
（
一
）」
の
続
編
で
あ
る
。
趣
旨
は
前

稿
冒
頭
に
記
し
た
が
こ
こ
で
も
簡
単
に
繰
り
返
す
な
ら
、「
ジ
ャ

ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
及
び
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
芥
川
へ
の
影
響

を
探
る
べ
く
、
書
翰
な
ど
非
公
刊
の
も
の
を
含
め
た
彼
の
文
章

内
に
そ
の
名
が
見
え
る
も
の
を
同
時
代
の
翻
訳
刊
行
状
況
な
ど

と
共
に
抽
出
、
整
理
を
行
っ
た
。
前
稿
か
ら
引
き
続
き
、
太
字

は
芥
川
自
身
の
作
品
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
前
稿
の
範
囲
が
大
正

十
二
（
一
九
二
三
）
年
ま
で
で
あ
っ
た
の
で
こ
こ
で
は
そ
れ
以

降
を
扱
う
こ
と
と
し
た
い
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
前
稿
へ
の
修

正
と
補
足
を
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
行
い
た
い
。

【
修
正
】
一
九
〇
書
翰
に
つ
い
て

　

先
に
「
本
書
翰
は
従
来
全
集
で
は
八
月
一
日
附
と
さ
れ
て
き

た
が
」
云
々
と
記
し
た
が
、
岩
波
書
店
前
回
＝
十
二
巻
本
全
集

の
第
十
巻
（
一
九
七
八
・
五
）
で
は
大
正
五4

年
八
月
一
日
附
と

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
、残
念
な
が
ら
前
稿
校
了
後
に
気
づ
い
た
。

す
な
わ
ち
、
全
集
記
載
に
お
け
る
経
緯
と
し
て
は
、
ま
ず
現
行

全
集
書
翰
編
第
十
七
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
九
七
・
三
）
発
行

の
時
点
で
一
年
遡
る
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
同
日
附
と
訂

さ
れ
、
更
に
同
巻
第
二
刷
発
行
（
二
〇
〇
八
・
五
）
段
階
で
年

次
は
同
じ
な
が
ら
「
月
日
不
明
」
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
そ
の
年
の
一
月
以
降
三
月
頃
ま
で
に
発
信
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
前
稿
に
て
推
定
し
た
通
り
で
あ
る
。
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【
補
足
】

◎
「
小
説
の
読
み
方
」　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
六
月

二
十
八
日
、
東
京
高
等
工
業
学
校
（
現
・
東
京
工
業
大
学
）
文

芸
部
主
催
講
演
会
で
の
講
演

※　

前
掲『
芥
川
龍
之
介
全
集
』第
二
十
三
巻（
一
九
九
八
・
一
）

に
講
演
メ
モ
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
中
に
「
ロ
オ
ラ
ン
と
ア
ナ

ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
一
節
が
見
え
る
。
恐
ら
く
作
風

が
対
照
的
な
作
家
の
一
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
、「
飽
く
ま

で
も
好
き
嫌
ひ
の
問
題
で
上
下
優
劣
の
問
題
で
は
な
い
」
と
い

う
部
分
と
呼
応
す
る
か
と
メ
モ
の
記
述
か
ら
は
推
察
さ
れ
る
。

他
方
、
東
京
高
等
工
業
学
校
文
芸
部
発
行
『
浅
草
文
庫
』
第

四
十
六
号
（
大
正
八
〔
一
九
一
九
〕
年
十
一
月
三
十
日
）
に
筆

記
録
「
芥
川
龍
之
介
氏
講
演
会
の
記
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

1

が
、
そ
こ
に
は
ロ
ラ
ン
へ
の
言
及
が
見
当
た
ら
な
い
。
内
容
は

概
ね
前
述
メ
モ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
該
当
部
分
に

そ
の
名
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
記
が
「
講
演
の

大
要
」
で
「
全
文
の
主
旨
に
影
響
が
少
い
と
思
は
れ
る
箇
処
を

幾
分
除
い
た
り
、
改
め
た
り
し
」
た
（
前
書
き
部
分
・
無
署
名
）

た
め
か
、
あ
る
い
は
芥
川
の
方
で
実
際
に
話
す
際
に
割
愛
し
た

可
能
性
の
、
い
ず
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【
本
編
（
承
前
）】

◎
座
談
会
「
家
庭
に
於
け
る
文
芸
書
の
選
択
に
就
い
て
」　

大

正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
『
女
性
改
造
』

　

※　
「
女
性
改
造
の
夕
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
回
と
し
て
行
わ
れ

た
座
談
会
の
載
録
。
阿
部
次
郎
・
芥
川
・
与
謝
野
晶
子
・
大
村

嘉
代
子（
中
途
退
席
）・
徳
田
秋
声
・
千
葉
亀
雄
が
出
席
し
た
。「
お

し
ま
ひ
に
一
つ
づ
つ
日
本
の
家
庭
に
贈
る
読
物
を
あ
げ
」（
千

葉
）
る
と
い
う
展
開
の
中
で
、
千
葉
が
「
近
代
の
も
の
に
は
、

読
ん
で
欲
し
い
も
の
が
無
数
で
す
ね
。
少
く
と
も
ロ
マ
ン
・
ロ

オ
ラ
ン
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
は
」な
ど
と
発
言
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
対
し
て
芥
川
が
反
応
し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

◎
「
僻
見
」　

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
四
月　
『
女
性
改
造
』

※　
「
僻
見
」
は
断
章
形
式
の
人
物
あ
る
い
は
芸
術
論
。
こ
の

年
三
・
四
・
八
・
九
月
の
『
女
性
改
造
』
に
断
続
連
載
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
、
四
月
号
掲
載
の
「
二　

岩
見
重
太
郎
」
の
中
で
、

「
ロ
マ
ン
・
ロ
オ
ラ
ン
伝
を
書
い
た
、
善
良
な
る
ス
テ
フ
ア
ン
・

ツ
ワ
イ
グ
」
を
「
円
光
の
製
造
業
者
」
す
な
わ
ち
歴
史
的
人
物

を
現
実
以
上
の
偉
人
（
芥
川
の
云
う
「
英
雄
」）
へ
と
仕
立
て
・

世
に
流
通
さ
せ
た
者
の
代
表
例
と
述
べ
て
い
る
。
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そ
こ
で
直
接
に
揶
揄
さ
れ
て
い
る
対
象
は
伝
記
『
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
―
人
と
作
品
』( “R

om
ain R

olland: der M
ann und das 

W
erk”　

Literarische A
nstalt R

ütten &
 Loening, 1921

2)
を
書
い
た
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
（Stefan Zw

eig

）

で
あ
る
が
、
そ
の
射
程
は
彼
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
世
に
流
通
し

て
い
る
ロ
ラ
ン
像
に
ま
で
届
き
う
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
引
き
続
き
ロ
ラ
ン

へ
の
信
奉
を
続
け
て
い
た
成
瀬
正
一
に
対
す
る
芥
川
の
態
度
か

ら
共
通
す
る
も
の
を
、こ
こ
に
も
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

近
い
時
期
に
お
け
る
言
及
、
例
え
ば
「
或
る
恋
愛
小
説
」（
次

項
）
や
「
新
潮
合
評
会
（
四
）」（
次
々
項
）
を
見
る
と
、
そ
こ

で
は
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
に
対
す
る
芥
川
の
距
離
が
―

す
な
わ
ち
、
一
天
才
を
描
い
た
壮
大
な
物
語
の
例
と
し
て
素
材

的
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
自
ら
の
主
観
的

な
没
入
は
も
は
や
見
ら
れ
な
い
上
、
作
者
で
あ
る
ロ
ラ
ン
の
こ

と
も
、
批
判
こ
そ
し
な
い
も
の
の
世
間
に
お
け
る
高
評
価
に
対

し
て
は
そ
の
過
剰
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
も
い
る
。
そ
う

し
た
流
れ
を
辿
っ
て
考
え
て
く
る
と
、
晩
年
の
「
彼
」（
昭
和

二
〔
一
九
二
七
〕
年
一
月　
『
女
性
』）
に
お
い
て
、
物
語
上
の

設
定
と
は
言
え
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
を
灰
に
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
は
何
か
の
象
徴
の
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
（
後
述
）。

◎ 「
或
る
恋
愛
小
説
―
或
は
「
恋
愛
は
至
上
な
り
」
―
」　

大
正

十
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月　
『
婦
人
グ
ラ
フ
』（
創
刊
号
）

※　

作
家
で
あ
る
堀
川
保
吉
が
「
或
婦
人
雑
誌
」
の
主
筆
に
、

構
想
中
の
小
説
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
語
る
と
い
う
対
話
体
の
小

説
。
保
吉
に
よ
る
登
場
人
物
の
説
明
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 　

達
雄
は
音
楽
の
天
才
で
す
。
ロ
オ
ラ
ン
の
書
い
た
ジ
ヤ

ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
と
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
の
書
い
た
ダ
ニ
エ
ル
・

ノ
オ
ト
ハ
フ
ト
と
を
一
丸
に
し
た
や
う
な
天
才
で
す
。

 

◎
「
新
潮
合
評
会
（
四
）」　

大
正
十
三
〔
一
九
二
四
〕
年
十
月

『
新
潮
』

※　
「
新
潮
合
評
会
第
十
七
回
（
文
壇
時
事
問
題
）」
と
し
て
掲

載
さ
れ
た
も
の
。出
席
者
は
久
米
正
雄
、宇
野
浩
二
、千
葉
亀
雄
、

菊
池
寛
（
遅
れ
て
参
加
）、
田
山
花
袋
、
芥
川
、
中
村
武
羅
夫
。

芥
川
発
言
部
分
に
「
ロ
ー
ラ
ン
や
バ
ル
ビ
ユ
ス
の
人
道
主
義
は

前
の
仏
蘭
西
の
芸
術
至
上
主
義
的
主
流
に
対
す
る
反
抗
ぢ
や
な

か
つ
た
で
せ
う
か
？
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
壇
的
潮
流
を
概

観
し
て
の
言
で
、
ロ
ラ
ン
の
名
は
傾
向
的
一
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
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◎ 

「
彼
」　

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月　
『
女
性
』

※　
「
天
才
の
伝
記
か
何
か
」を
貸
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た「
僕
」

が
、
病
床
の
友
人
「
彼
」
に
提
示
し
た
の
が
「
ジ
ァ
ン
・
ク
リ

ス
ト
フ
」
で
あ
る
と
い
う
設
定
。
や
が
て
「
彼
」
は
亡
く
な
り
、

「
い
つ
か
僕
が
彼
に
貸
し
た
ジ
ァ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
の
第
一
巻
」

も
「
遺
骸
と
共
に
焼
き
棄
て
」
ら
れ
た
事
を
訃
報
に
て
知
る
。

　

小
説
の
「
彼
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
は
、
芥
川
と
東
京

府
立
第
三
中
学
校
で
同
級
生
だ
っ
た
平
塚
逸
郎
。『
芥
川
龍

之
介
全
集
』
第
十
七
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
九
七
・
三
）
の

「
人
名
解
説
索
引
」（
関
口
安
義
）
に
拠
れ
ば
没
年
は
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
作
の
「
僕
」

は
叙
述
冒
頭
で
「
ま
だ
一
高
の
生
徒
だ
つ
た
」
と
さ
れ
、
そ
の

こ
と
は
、「
ジ
ァ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
を
貸
す
約
束
を
し
た
後

に
「
弥
生
町
の
寄
宿
舎
へ
帰
つ
て
来
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

裏
付
け
ら
れ
る

3

。
そ
の
約
束
を
し
た
の
が
「
或
花
曇
り
に
曇

つ
た
午
後
」（
第
四
節
）
と
あ
り
、
そ
れ
か
ら
「
彼
是
半
年
の

後
」
に
「
彼
」
が
転
地
入
院
、「
僕
は
学
校
の
冬
休
み
を
利
用
し
、

は
る
ば
る
彼
を
尋
ね
て
行
つ
」
て
、
先
に
貸
し
た
本
を
読
ん
だ

か
と
い
う
話
を
し
（
第
五
節
）、そ
の
後
「
丁
度
翌
年
の
旧
正
月
」

に
「
彼
」
が
亡
く
な
り
本
も
焼
か
れ
た
（
第
六
節
）
と
い
う
展

開
な
の
で
、
そ
の
時
点
ま
で
「
僕
」
は
高
等
学
校
生
で
あ
る
と

い
う
設
定
と
読
め
る
。

　

し
か
し
、
既
に
見
た
通
り
、
芥
川
が
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス

ト
フ
」
を
読
ん
で
そ
の
感
激
を
友
人
に
伝
え
た
の
は
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
の
秋
、東
京
帝
国
大
学
の
二
学
年
の
折
で
あ
っ

た
。「
彼
」
に
お
け
る
高
校
生
の
「
僕
」（
＝
芥
川
）
が
、
未
だ

全
編
読
破
は
し
て
い
な
か
っ
た
「
ジ
ァ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
の

第
一
巻
の
み
を
友
人
に
貸
し
た
と
い
う
こ
と
も
理
論
上
は
有
り

う
る
が
、
現
実
的
に
は
蓋
然
性
が
低
い
想
定
だ
ろ
う
。
芥
川
は

晩
年
の
創
作
に
お
い
て
、「
僕
」
と
同
作
と
の
出
会
い
を
自
身

の
体
験
よ
り
少
な
く
と
も
二
年
半
は
早
く
設
定
し
、
し
か
も
実

時
間
に
お
け
る
出
会
い
の
時
よ
り
も
前
に
、
そ
の
書
の
一
部
を

焼
い
て
し
ま
う
展
開
を
作
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
彼
」
の

中
で
は
、
友
人
の
遺
骸
と
共
に
そ
の
蔵
書
が
焼
き
捨
て
ら
れ
、

「
そ
れ
等
の
本
の
中
に
は
い
つ
か
僕
が
彼
に
貸
し
た
ジ
ァ
ン
・

ク
リ
ス
ト
フ
の
第
一
巻
も
ま
じ
つ
て
ゐ
る
の
に
違
ひ
な
か
つ

た
。
こ
の
事
実
は
当
時
の
感
傷
的
な
僕
に
は
妙
に
象
徴
ら
し
い

気
の
す
る
も
の
だ
つ
た
。」
と
本
文
に
あ
る
が
、
芥
川
に
お
け

る
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
へ
の
最
後
の
言
及
が
そ
れ
が
喪

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
、
同
作
と
の
静
か
な
る
訣
別

と
い
う
正
に
「
象
徴
」
を
読
む
欲
望
に
論
者
と
し
て
は
駆
ら
れ

る
。
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【「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
芥
川

創
作
作
品
】

　

ま
と
め
を
前
に
も
う
一
節
を
追
加
し
、こ
こ
で
は
「
ジ
ャ
ン
・

ク
リ
ス
ト
フ
」
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
芥
川
作
品
＝
小
説

を
改
め
て
リ
ス
ト
化
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
作
中
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
こ
ま

で
確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

   

・「
創
作
」　

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
九
月　
『
新
思
潮
』

（
・ 「
あ
の
頃
の
自
分
の
事
」　

大
正
八
〔
一
九
一
九
〕
年
一
月

『
中
央
公
論
』　

※
論
者
は
こ
れ
を
創
作
要
素
の
強
い
も
の

と
見
て
い
る
。
前
稿
参
照
）

   

・ 「
或
る
恋
愛
小
説
―
或
は
「
恋
愛
は
至
上
な
り
」
―
」　

大

正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月　
『
婦
人
グ
ラ
フ
』

   

・「
彼
」　

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月　
『
女
性
』

　

次
い
で
、
作
品
自
体
に
そ
の
名
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に

「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

芥
川
作
品
を
、
そ
れ
に
対
す
る
考
察
と
共
に
紹
介
す
る
。

　
「
羅
生
門
」　

大
正
四（
一
九
一
五
）年
十
一
月　
『
帝
国
文
学
』

　

首
藤
基
澄
は
「
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
の
構
造
―
―
『
ジ
ャ

ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
と
『
こ
ゝ
ろ
』
の
受
容
―
―
」（『
キ
リ
ス

ト
教
文
学
』
一
九
九
八
年
五
月
）
で
「
羅
生
門
」
に
「
ジ
ャ
ン
・

ク
リ
ス
ト
フ
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
同

論
は
そ
の
前
提
に
お
い
て
芥
川
の
吉
田
弥
生
へ
の
失
恋
事
件
を

非
常
に
重
く
見
、
そ
の
前
後
の
時
期
に
出
さ
れ
た
芥
川
書
翰
中

の
表
現
か
ら
極
度
に
象
徴
的
な
意
味
を
蒸
溜
し
て
い
る
上
、
そ

の
よ
う
な
操
作
を
経
て
論
者
の
中
に
造
り
上
げ
ら
れ
た
〈
出
発

期
の
芥
川
〉
像
と
作
品
「
羅
生
門
」
を
無
媒
介
・
直
接
的
に
結

び
付
け
て
論
の
核
心
と
す
る
一
方
、
実
際
の
表
現
＝
本
文
レ

ヴ
ェ
ル
で
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
と
「
羅
生
門
」
を
重
ね

る
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
両
作
品
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

点
景
と
し
て
登
場
す
る
「
蟋
蟀
」
の
一
点
だ
け
で
あ
り
、
説
と

し
て
は
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

即
ち
、「
羅
生
門
」
冒
頭
に
登
場
す
る
「
蟋
蟀
」（
首
藤
は
海

老
井
英
次
の
論

4

を
援
用
し
て
、
こ
れ
を
古
語
「
き
り
ぎ
り
す
」

＝
今
の
「
こ
お
ろ
ぎ
」
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
現

「
き
り
ぎ
り
す
」
で
あ
る
と
す
る
）
は
原
拠
『
今
昔
物
語
集
』

巻
二
十
九
「
羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
第
十
八
」
に
な
く
、

芥
川
が
こ
れ
を
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
か
ら
取
っ
た
と
す
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る
の
だ
が
、
同
論
に
て
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
長

大
な
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
の
物
語
の
中
か
ら
僅
か
に
二

箇
所
の
背
景
的
自
然
描
写
部
分
、
し
か
も
大
地
や
空
・
川
の
様
、

あ
る
い
は
蛙
の
声
な
ど
に
交
じ
っ
て
出
て
く
る
キ
リ
ギ
リ
ス
と

い
う
一
語

5

の
み
で
あ
る
。
そ
の
場
面
を
含
む
前
後
で
叙
さ
れ

る
伯
父

6

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
の
物
語
あ
る
い
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
芥
川
が
興
味
を
惹
か
れ
―
―
印
象
に
残
っ
た
と
い
う
指
摘
は

そ
の
通
り
だ
と
思
う
（
前
稿
、
大
正
六
〔
一
九
一
七
〕
年
十
月

脱
稿
の
「「
春
情
句
集
」
の
序
」
の
項
を
参
照
）
が
、
そ
こ
か

ら
特
に
キ
リ
ギ
リ
ス
だ
け
を
抽
き
出
し
て
光
を
当
て
る
の
は
字

義
通
り
牽
強
附
会
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

7

。

① 　
「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
・

五
月
『
新
小
説
』

　

本
作
は
十
三
世
紀
に
成
立
し
たJacobus de Voragine

の
Legenda A

urea

（
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
編
『
黄
金

伝
説
』）
所
収 ‛Sanct C

hristophorus’

「
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ

ス
」）
の
伝
承
に
基
づ
き
、
芥
川
は
そ
れ
を
旧
蔵
書
中
に
見
え

る ‟The G
olden Legend ; Lives of the Saints” 

（W
.C

axton

訳
、C

am
bridge U

niv. 1914

）
に
よ
っ
て
読
ん
だ
こ
と
が
夙

に
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
伝
説
に「
多
少
の
潤
色
を
加
へ
」

（
小
序
）
て
小
説
と
し
て
再
編
、
終
節
で
は
「
き
り
し
と
ほ
ろ
」

が
異
様
な
重
さ
を
も
つ
「
白
衣
の
わ
ら
ん
べ
」
を
背
負
っ
て
荒

れ
狂
う
大
河
を
辛
く
も
渡
り
切
り
、
そ
れ
が
実
は
「
え
す
・
き

り
し
と
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
い
う
場
面
を
以
て
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
い
る
が
、「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」

末
尾
に
お
い
て
も
、
臨
終
の
ク
リ
ス
ト
フ
が
異
様
な
重
さ
を

持
っ
た
小
児
を
背
負
っ
て
渡
河
し
、
最
後
に
そ
の
児
の
口
か
ら

自
ら
が
「
是
れ
か
ら
生
れ
る
時
代
」

8

で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
る

場
面
（
実
景
と
い
う
よ
り
幻
想
風
景
）
で
幕
が
閉
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
点
を
以
て
宮
坂
覺
は「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」

に
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
が
「
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与

え
た
と
考
え
ら
れ
る
」

9

と
や
や
控
え
め
に
述
べ
て
い
る
が
、

前
者
に
お
い
て
後
者
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
確
実
と

視
て
よ
い
か
と
思
う
。

② 　
「
素
盞
嗚
尊
」　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
三
十
日
〜

六
月
六
日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』、
同
〜
六
月
七
日
『
東
京
日

日
新
聞
』（
共
に
休
載
日
あ
り
）

　
 

※　

神
代
小
説
の
着
想
あ
る
い
は
漠
然
と
し
た
執
筆
意
図
は

可
也
早
く
か
ら
あ
っ
た
と
見
え
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年

四
月
二
十
四
日
及
び
七
月
三
十
一
日
附
の
薄
田
泣
菫
宛
書
翰
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に
言
及
が
あ
る
。
但
し
実
際
の
執
筆
は
連
載
日
程
ぎ
り
ぎ

り
で
「
書
き
出
す
時
か
ら
や
つ
つ
け
仕
事
だ
つ
た
」（
同
九

〔
一
九
二
〇
〕
年
四
月
二
十
八
日
附　

恒
藤
恭
宛
）
上
、
開

始
後
も
執
筆
に
難
渋
し
た
模
様
が
書
翰
か
ら
は
窺
え
る
。

　

清
水
康
次
は
、「 

素
盞
嗚
尊
」
の
第
三
十
一
回
、
大
気
都
姫

を
刺
殺
し
て
そ
の
洞
を
飛
び
出
し
た
素
盞
嗚
が
無
我
夢
中
で
大

自
然
の
中
に
飛
び
込
み
、「
今
ま
で
忘
れ
て
ゐ
た
自
然
の
言
葉
」

に
圧
倒
さ
れ
る
場
面
と
、「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
第
九
巻
「
燃

ゆ
る
荊
」
の
終
わ
り
近
く
、
ま
た
ま
た
問
題
を
起
こ
し
蟄
居
・

沈
滞
し
て
い
た
ク
リ
ス
ト
フ
の
「
復
活
」
―
―
創
造
力
（
の
源
）

が
彼
に
戻
っ
て
く
る
シ
ー
ン
を
比
較
し
、「
自
然
の
中
に
「
雷

の
や
う
に
」
溢
れ
て
い
る
力
が
主
人
公
の
中
に
急
激
に
流
れ
込

み
、
主
人
公
の
覚
醒
を
促
し
て
い
る
点
で
は
、
二
つ
の
文
章
は

共
通
し
て
い
る
。」「『
素
盞
嗚
尊
』
に
お
い
て
、
素
盞
嗚
の
覚

醒
を
描
く
と
き
、
芥
川
の
頭
の
中
に
は
、『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス

ト
フ
』
の
文
章
と
、
芥
川
自
身
の
過
去
の
体
験
と
が
浮
か
ん
で

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
述
べ
る

10

が
、
首
肯
で
き

る
見
解
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
こ
に
言
う
芥
川
の
過
去
の
体
験

と
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
一
月
十
四
日
附
原
善
一
郎

宛
書
翰
（
全
集
〈
書
簡
番
号
〉
１
６
４
）、
同
八
（
一
九
一
九
）

年
七
月
三
十
一
日
附
佐
々
木
茂
索
宛
書
翰
（
同
６
２
０
）
な
ど

で
語
ら
れ
て
い
た
、
力
に
満
ち
溢
れ
た
芸
術
を
憧
憬
し
只
管
そ

の
極
北
に
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
期
の
経
験
を
指
し
て
い

る
。
前
稿
の
内
容
と
一
部
重
複
す
る
が
、
書
翰
６
２
０
か
ら
抄

出
し
て
お
く
。

　
　

 

僕
一
時
（
二
十
三
才
前
後
）
精
神
的
に
革
命
を
受
け　

始

め
て
ゲ
エ
テ
の
如
き
ト
ル
ス
ト
イ
の
如
き
巨
匠
を
正
眼
に

見
得
た
り
と
信
ぜ
し
時
あ
り　

僕
を
し
て
そ
の
境
地
に
置

き
し
も
の　

種
々
複
雑
な
る
事
情
あ
れ
ど
ジ
ア
ン
・
ク
リ

ス
ト
フ
の
影
響
大
な
り
し
は
今
に
到
つ
て
忘
る
ゝ
能
は
ず

　

今
に
し
て
思
へ
ば
当
時
の
僕
は
始
め
て
天
日
を
仰
ぎ
し

も
の
の
如
く
唯
天
日
あ
る
を
知
つ
て
諸
他
の
星
辰
あ
る
を

知
ら
ざ
り
し
が
如
し

　

既
に
見
た
通
り
、
芥
川
に
お
け
る
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」

初
読
直
後
の
感
動
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
直

接
的
に
彼
の
作
家
的
出
発
（
意
気
込
み
と
い
う
面
で
は
多
少
は

影
響
を
認
め
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
）
あ
る
い
は
そ
の
前

夜
の
作
品
―
―
例
え
ば
「
羅
生
門
」
な
ど
―
―
に
結
び
つ
け
る

の
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
初
読
の
印
象
が
直
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接
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
現
存
書
翰
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は

極
僅
か
な
友
人
に
対
し
て
、
そ
れ
も
各
一
回
の
み
で
あ
り
、
そ

の
後
は
―
―
や
は
り
感
想
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
―
―

「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
の
み
に
留
ま
ら
な
い
、
例
え
ば
ト

ル
ス
ト
イ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
偉
大
な
芸
術
」
家
（
前
稿
、

書
翰
１
９
０
参
照
）
た
ち
の
巨
大
な
〈
力
〉
の
称
賛
へ
と
対
象
・

方
向
性
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
執
筆
／
発
表
の
時
間
・
モ
チ
ー
フ
的
に
も
「
羅
生

門
」
と
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
「
鼻
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
新

思
潮
』
創
刊
号
（
大
正
五
〔
一
九
一
六
〕
年
二
月
十
五
日
）
の

後
記
「
編
輯
後
に
」
で
は
「
こ
れ
か
ら
も
今
月
の
と
同
じ
や
う

な
材
料
を
使
つ
て
創
作
す
る
つ
も
り
で
ゐ
る
」と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
芥
川
に
お
い
て
、
作
品
造
形
に
お
い
て
最
も
意
識

さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
説
話
を
中
心
に

日
本
古
典
の
世
界
・
モ
チ
ー
フ
を
作
品
に
と
り
こ
み
つ
つ
「
単

な
る
歴
史
小
説
」（
同
前
）
以
上
の
も
の
を
産
み
出
す
点
に
あ
っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
そ
の
も
の
が
作
品
形
象
化
の
レ

ヴ
ェ
ル
で
の
影
響
を
示
す
ま
で
に
は
、
芥
川
の
中
で
い
ま
少
し

の
時
間
＝
自
ら
の
内
部
に
そ
の
印
象
・
記
憶
を
沈
殿
・
発
酵
さ

せ
る
だ
け
の
過
程
を
要
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

改
め
て
そ
れ
が
浮
上
し
て
く
る
時
期
が
大
正
五
（
一
九
一
六
）

年
後
半
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、仲
間
た
ち
と
第
四
次
『
新
思
潮
』

を
続
け
る
中
で
作
家
職
業
化
へ
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た

時
期
に
お
い
て
で
あ
る
と
考
え
る
。
自
身
の
「
文
壇
に
出
る
ま

で
」
の
回
想
に
て
同
作
へ
の
言
及
が
重
ね
ら
れ
る
の
も
そ
の
た

め
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
で
は
実
際
の
読
書
か
ら
一
旦
間
を

お
い
た
こ
と
で
、
同
作
の
中
で
も
自
ら
に
と
っ
て
特
に
印
象
深

い
部
分
が
―
―
あ
る
い
は
加
工
さ
れ
た
記
憶
と
し
て
残
り
、
そ

れ
よ
り
以
後
の
作
品
造
形
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
わ

れ
る
。

　　
【
ま
と
め
】 

　

芥
川
と
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
一
月
十
四
日
附
原

善
一
郎
宛
書
翰
（
１
６
４
）
に
見
え
る
「
此
頃
は
ロ
マ
ン
・
ロ

オ
ラ
ン
の
ジ
ヤ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
と
云
ふ
本
を
愛
読
し
て
ゐ
ま

す
」
と
い
う
言
を
起
点
、
そ
し
て
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八

月『
文
章
俱
楽
部
』掲
載
の「
愛
読
書
の
印
象
」で
語
ら
れ
る「
一

年
前
か
ら
」
の
心
境
変
化
お
よ
び
「
此
間
「
ジ
ヤ
ン
ク
リ
ス
ト

フ
」
を
出
し
て
読
ん
で
見
た
が
、
昔
ほ
ど
感
興
が
乗
ら
な
か
つ
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た
」
と
い
う
発
話
を
終
点
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。
私
自
身
、

本
稿
に
お
い
て
芥
川
自
身
に
よ
る
言
及
を
確
認
す
る
中
で
、
特

に
（
一
）
で
は
そ
の
よ
う
な
論
調
で
整
理
を
し
て
き
た
し
、
あ

る
い
は
終
点
に
関
し
て
は
も
う
少
し
早
く
「
芥
川
の
ジ
ャ
ン
・

ク
リ
ス
ト
フ
熱
は
大
学
を
卒
業
し
て
の
ち
、
作
家
と
し
て
活
動

を
始
め
る
に
及
ん
で
徐
々
に
鎮
静
し
」（
剣
持
武
彦

11

）
て
い

た
と
す
る
纏
め
な
ど
も
あ
る
が
、
作
家
に
よ
る
発
話
を
一
種
の

テ
ク
ス
ト
と
し
て
捉
え
、
改
め
て
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」

か
ら
創
作
へ
の
流
入
や
影
響
を
考
え
る
と
し
た
場
合
に
は
、
も

う
少
し
深
い
状
況
背
景
が
想
起
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
芥
川
が

「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
に
触
れ
た
時
期
と
い
う
の
は
、
彼

の
先
輩
筋
や
（
後
の
）
第
四
次
『
新
思
潮
』
の
仲
間
、
即
ち
同

時
代
青
年
た
ち
を
中
心
と
し
て
醸
さ
れ
た
〈
ロ
ラ
ン
熱
フ
ィ
ー
バ
ー〉
が

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
の
若

さ
に
加
え
、
思
潮
的
流
行
に
は
特
に
敏
感
な
芥
川
の
こ
と
、
そ

う
し
た
素
材
や
雰
囲
気
に
感
化
を
受
け
な
か
っ
た
と
は
考
え
難

い
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
書
翰
で

の
言
及
は
、
そ
ん
な
芥
川
の
熱
意
を
証
す
る
も
の
と
し
て
あ
ろ

う
。更
に
そ
の
翌
年
に
発
刊
さ
れ
た
第
四
次『
新
思
潮
』の
誌
面
、

特
に
同
人
ら
の
声
が
よ
り
直
接
的
に
響
く
後
記
で
は
、
創
刊
号

か
ら
「
吾
々
青
年
」
の
ロ
ラ
ン
に
対
す
る
熱
意
と
傾
倒
ぶ
り
が

見
ら
れ
る
。
尤
も
、
そ
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
は
成
瀬
正
一
訳

「
ロ
オ
ラ
ン
氏
の
手
紙
」
を
巻
頭
に
置
い
た
第
四
号
を
最
後
の

絶
頂
と
し
て
、以
降
は
退
潮
も
し
く
は
沈
静
化
の
態
を
呈
す
る
。

同
号
に
お
け
る
成
瀬
の
熱
心
な
言
及
を
先
に
引
い
た
が
、
翌
第

五
号
「
校
正
の
後
に
」
の
約
三
分
の
二
を
占
め
て
語
ら
れ
る
の

は
久
米
に
よ
る
自
作
弁
護
と
自
身
の
将
来
即
ち
「
僕
の
戯
曲
家

と
し
て
の
生
命
」
を
期
す
と
い
う
表
明
で
あ
り
（
彼
は
こ
の
前

後
の
号
で
も
同
様
の
言
及
を
く
ど
く
行
っ
て
い
る
）、
恐
ら
く

こ
の
号
編
輯
担
当
で
あ
っ
た
松
岡
に
よ
る
残
り
の
部
分
を
埋
め

る
文
章
の
中
に
も
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
名
は
一
切
出
て
こ
な
い
。

そ
の
部
分
（
後
記
全
体
）
の
最
後
一
行
に
「
成
瀬
は
こ
の
八
月

初
旬
に
欧
米
留
学
の
途
に
上
る
（
松
岡
）」

12

と
あ
る
の
も
―

後
代
の
眼
に
結
果
的
に
そ
う
映
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
非
常

に
示
唆
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
創
作
に
対
す
る
向
き
合
い
方
あ
る

い
は
そ
の
捉
え
方
の
違
い
で
も
あ
る
。
日
本
か
ら
離
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
成
瀬
が
そ
れ
を
青
年
的
熱
意
と
も
連
動
す
る
よ
う
な

純
粋
性
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
し
た
（『
新
思
潮
』
第
四
号
に

お
い
て
、
ロ
ラ
ン
を
語
る
成
瀬
の
言
葉
の
端
々
に
そ
れ
が
強
く

表
れ
て
い
る
）
の
に
比
し
て
、
他
の
同
人
ら
は
同
時
代
・
現
実

の
文
壇
実
態
観
察
を
通
じ
て
、
軈
て
は
そ
の
中
に
入
っ
て
自
ら
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の
地
歩
を
定
め
る
こ
と
も
念
頭
に
、
現
実
的
な
振
る
舞
い
方
・

手
法
と
し
て
の
「
創
作
」
と
の
向
き
合
い
方
と
、
そ
の
先
に
自

身
の
将
来
を
摸
索
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
芥
川
の
場
合
、

正
に
そ
の
表
れ
が
小
品
「
創
作
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

成
瀬
を
参
照
軸
と
す
る
こ
と
で
、
芥
川
の
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ

ス
ト
フ
」及
び
ロ
ラ
ン
へ
の
接
近
と
離
脱
は
よ
り
見
易
く
な
る
。

即
ち
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、「
あ
の

頃
の
自
分
の
事
」
で
言
う
処
に
従
う
な
ら
成
瀬
と
は
「
二
人
と

も
、
偶
然
同
時
に
ジ
ア
ン
、
ク
リ
ス
ト
フ
を
読
み
出
し
て
、
同

時
に
そ
れ
に
感
服
」

13

す
る
と
い
う
体
験
を
共
有
し
な
が
ら
、

成
瀬
に
代
表
さ
れ
る
（
文
芸
的
）
同
世
代
や
豊
島
与
志
雄
ら
少

し
上
の
先
輩
ら
が
そ
の
後
も
引
き
続
き
熱
烈
に
そ
れ
に
対
す
る

〈
愛
〉
を
語
り
、
紹
介
・
翻
訳
な
ど
で
そ
れ
を
表
明
し
続
け
る

―
―
中
で
も
成
瀬
に
お
い
て
は
ロ
ラ
ン
に
対
す
る
青
年
的
熱
意

が
そ
の
後
も
永
く
持
続
し
、
か
つ
そ
ん
な
姿
を
友
人
と
し
て
見

続
け
て
い
た
状
況
に
お
い
て
、芥
川
の
方
は
そ
う
し
た
〈「
ジ
ャ

ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
＝
ロ
ラ
ン
熱
〉
の
圏
内
か
ら
早
期
に
離
脱

し
た
、
あ
る
い
は
殊
更
に
そ
こ
か
ら
距
離
を
取
る
よ
う
な
態
度

0

0

を
見
せ

0

0

0

た̀
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
既
に
触
れ
た

よ
う
に
「
創
作
」
の
内
容
に
も
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
尤

も
、同
作
、特
に
末
尾
部
分
の
叙
述
か
ら
看
て
取
れ
る
の
は
、「
創

作
」
＝
作
品
形
象
化
に
お
け
る
対
象
把
握
の
仕
方
と
い
う
、
作

家
的
出
発
期
の
芥
川
を
貫
く
重
要
テ
ー
マ
で
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
更
に
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た

い
。

　

し
か
し
、
芥
川
の
中
で
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
に
対
す

る
興
味
・
指
向
性
が
そ
こ
で
全
く
消
滅
・
沈
静
化
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
自
身
の
作
品
へ
の
、
あ
る
い
は
援
用
と
い
う
形

で
の
本
格
的
な
受
容
は
、
寧
ろ
そ
の
後
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
は
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
と
い
う
作
品
名
や

作
者
ロ
ラ
ン
の
名
を
明
示
し
な
い
形
で
、
具
体
的
に
は
「
き
り

し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」
や
「
素
盞
嗚
命
」
の
一
部
分
と
し
て
結
実

し
て
い
っ
た

14

の
で
あ
り
、
私
は
そ
の
よ
り
早
い
現
れ
と
し
て

「
戯
作
三
昧
」（
大
正
六
〔
一
九
一
七
）
年
十
月
二
十
日
〜
十
一

月
四
日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
）
を
こ
の
系
譜
に
追
加
し
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
も
そ
の
作
全
体
の
意
味

づ
け
を
図
る
中
で
芥
川
が
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
か
ら
受

容
し
た
も
の
の
表
れ
方
を
述
べ
る
必
要
か
ら
、
新
た
な
稿
が
立

て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

多
く
の
問
題
を
積
み
残
す
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

こ
ま
で
の
稿
は
そ
れ
ら
の
論
に
対
す
る
謂
わ
ば
足
場
作
り
と
し
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て
の
整
理
で
あ
っ
た
と
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

※　
 

芥
川
作
品
・
文
章
や
発
話
か
ら
の
引
用
は
『
芥
川
龍
之
介

全
集
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
五
〜
一
九
九
八
）に
拠
っ
た
。

引
用
文
全
体
に
関
し
て
、
振
り
仮
名
は
適
宜
省
略
、
字
体

は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

【
附
記
】
本
稿
は
国
際
芥
川
龍
之
介
学
会
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
第

十
五
回
大
会
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
九
・
二
十
日　

オ
ン
ラ

イ
ン
）
及
び
、
熊
本
芥
川
研
究
会
例
会
で
の
発
表
内
容
の
一
部

に
つ
い
て
再
編
・
再
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
会
に
於
い
て
ご

意
見
・
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
熊
本
県
立
大
学
図
書
館
に
て
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
方
と
資
料
の
提
供
に
協
力
し
て
下

さ
っ
た
他
館
・
担
当
者
の
方
々
に
も
同
じ
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

所
謂
コ
ロ
ナ
禍
で
、（
特
に
地
方
か
ら
）
域
外
へ
の
調
査
旅
行

が
、
あ
る
い
は
感
染
拡
大
地
域
で
の
施
設
利
用
が
叶
わ
ず
、
文

献
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
お
い
て
大
変
支
障
を
来
し
て
い
る
こ

と
は
、
自
身
の
体
験
に
加
え
て
他
の
研
究
者
か
ら
も
聞
く
こ
と

が
多
い
。
本
稿
に
向
け
て
の
作
業
は
全
集
を
元
に
行
う
部
分
が

多
か
っ
た
も
の
の
、
細
部
に
関
し
て
は
そ
れ
ら
取
り
寄
せ
た
資

料
が
な
け
れ
ば
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
一
刻
も
早
く
煩
わ
し
い
条
件
抜
き
で
の

移
動
の
自
由
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

注1　

前
掲
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
十
二
巻
附
録
『
月
報
』
二
十
一

（
一
九
九
七
・
十
）
に
転
載
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
。
現
在
、『
浅

草
文
庫
』
当
該
号
を
所
蔵
し
て
い
る
の
は
日
本
近
代
文
学
館
の
み
と

見
ら
れ
、
今
回
参
観
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

2　

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ワ
イ
グ
著
・
服
部
龍
太
郎
訳
『
ロ
マ
ン 

ロ
ー

ラ
ン
』
が
ア
ル
ス
か
ら
一
九
二
六
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

3　

当
時
第
一
高
等
学
校
の
寄
宿
舎
は
本
郷
区
向
ヶ
丘
弥
生
町
（
現
、

文
京
区
弥
生
一
丁
目
）
に
あ
り
、
芥
川
は
二
年
生
に
な
っ
た
明
治

四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
九
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
入
寮
し
て
い
た
。

（『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
十
四
巻
〔
岩
波
書
店　

一
九
九
六
・
十
二
〕

「
注
解
」〔
三
嶋
譲
〕
を
参
照
）

4　

海
老
井
英
次
「「
羅
生
門
」
の
〈
蟋
蟀
〉
は
キ
リ
ギ
リ
ス
か

コ
オ
ロ
ギ
か
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
〇
年
十
二
月
四
日
）
↓

『
芥
川
龍
之
介
論
攷
―
自
己
覚
醒
か
ら
解
体
へ
―
』（
桜
楓
社　

一
九
八
八
・
二
）
収
録
。

5　

因
み
に
芥
川
が
読
ん
だ
カ
ナ
ン
（G

ilbert C
annan

）
訳 

‟John C
hristopher Ⅰ : daw

n and m
orning” (London, W

illiam
 

H
einem

ann 1913

）
で
は
、
当
該
語
は ‛grasshopper’

で
あ
る
。

6　

首
藤
論
で
は
引
用
し
た
小
島
政
二
郎
『
眼
中
の
人
』（
三
田
文
学
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出
版
部　

一
九
四
二
・
十
一
）
に
引
き
ず
ら
れ
て
か
「
叔
父
」
と
表

記
す
る
が
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
は
ク
リ
ス
ト
フ
か
ら
見
て
母
の
兄
ゆ

え
、
正
確
に
は
「
伯
父
」
で
あ
る
。

7　

加
え
て
言
う
な
ら
、「
羅
生
門
」に
お
け
る「
蟋
蟀(

き
り
ぎ
り
す)

」

の
重
要
性
は
同
じ
く
認
め
る
も
の
の
、
そ
れ
は
冒
頭
場
面
の
構
成
素

と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
小
説
の
全
体
主
題
的
中
心
に
位
置
す
る

と
い
う
見
方
を
稿
者
は
採
ら
な
い
。

8　

国
民
文
庫
刊
行
会
版
・
後
藤
末
雄
訳
（
大
正
七
〔
一
九
一
八
〕
年

三
月
刊
）
に
拠
る
が
、
訳
と
し
て
は
や
や
不
自
然
か
。
芥
川
が
読
ん

だ
カ
ナ
ン
（G

ilbert C
annan

）
訳 ‟John C

hristopher Ⅳ
:Journey’s 

end” ( London, W
illiam

 H
einem

ann　

1913

）
で
は
そ
こ
は ‛the 

day soon to be born’

、
現
行
の
岩
波
文
庫
版
（
豊
島
与
志
雄
改
訳

『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
第
四
巻　

一
九
八
六
・
九
改
版
）
で
は
「
生

ま
れ
か
か
っ
て
る
一
日
」
と
な
っ
て
い
る
。

9　
「
芥
川
龍
之
介
『
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
』
論
―
―
「
奉
教
人
の

死
」、
そ
し
て
『
黄
金
伝
説
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
―
」　

笹
淵

友
一
編
『
物
語
と
小
説
―
平
安
朝
か
ら
近
代
ま
で
―
』（
明
治
書
院

　

一
九
八
四
・
四
）。

10　

清
水
康
次
「「
野
生
」
の
系
譜
―
芥
川
龍
之
介
一
面
―
」（『
国
語

国
文
』
一
九
八
九
年
二
月
）
↓
『
芥
川
文
学
の
方
法
と
世
界
』（
和

泉
書
院　

一
九
九
四
・
四
）
第
十
一
章　

こ
こ
で
は
後
者
を
参
照
。

11　

菊
地
弘
・
久
保
田
芳
太
郎
・
関
口
安
義
編
『
芥
川
龍
之
介
事
典
』（
明

治
書
院　

一
九
八
五
・
十
二
）の「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」の
項
よ
り
。

12　
『
新
思
潮
』
第
六
（
八
月
）
号
後
記
に
松
岡
に
よ
る
記
述
で
「
成

瀬
は
愈
々
本
月
三
日
横
浜
解
纜
の
静
岡
丸
で
、
先
づ
米
国
へ
向
つ
て

出
発
す
る
こ
と
に
決
ま
つ
た
。」と
あ
り
、こ
れ
は
事
実
に
合
致
す
る
。

13　

但
し
こ
の
言
、手
放
し
で
前
提
化
し
得
な
い
こ
と
は
前
編
＝
（
一
）

の
注
４
を
参
照
の
こ
と
。

14　
「
愛
読
書
の
印
象
」（
大
正
九〔
一
九
二
〇
〕年
八
月『
文
章
俱
楽
部
』、

前
稿
参
照
）
に
語
ら
れ
る
、
芥
川
の
中
で
の
「
燃
え
る
や
う
な
力
の

崇
拝
」
退
潮
の
反
映
を
「
素
盞
嗚
尊
」
の
〈
改
作
〉
に
見
る
と
い
う
、

註
10
・
清
水
康
次
前
掲
論
の
見
解
は
方
向
性
に
お
い
て
首
肯
で
き

る
。
た
だ
、
清
水
は
そ
れ
を
「
愛
読
書
の
印
象
」
で
語
ら
れ
る
芥
川

の
心
境（
な
る
も
の
）に
時
期
的
に
も
重
ね
よ
う
と「「
一
年
前
か
ら
」

と
い
う
記
述
が
ど
れ
ほ
ど
正
確
な
も
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
」
と

か
「『
素
盞
嗚
尊
』
の
構
想
を
暖
め
て
い
る
間
に
、
芥
川
自
身
の
気

持
ち
が
大
き
く
変
化
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
や
や
苦

し
い
論
述
を
行
っ
て
い
る
が
、
私
は
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
を

受
容
し
て
「
素
盞
嗚
」
に
お
け
る
「
自
然
の
言
葉
」
＝
野
生
の
呼
び

声
を
執
筆
し
て
い
た
時
点
の
芥
川
と
、
新
聞
紙
上
で
ひ
と
ま
ず
の
完

結
を
見
た
の
ち
、
当
該
部
分
も
含
め
全
体
の
前
か
ら
四
分
の
三
ほ
ど

を
切
り
落
と
し
、
残
り
の
み
を
独
立
作
「
老
い
た
る
素
戔
嗚
尊
」
と

し
て
単
行
本
『
春
服
』（
春
陽
堂　

一
九
二
三
・
五
）
に
収
録
す
る
判

断
を
下
し
た
時
の
芥
川
の
間
に
は
、
幾
許
か
の
時
間
、
あ
る
い
は
批

評
的
自
己
言
及
と
創
作
行
為
と
の
間
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
違
い
を
認
め
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
即
ち
、「
愛
読
書
の
印
象
」

の
言
は
そ
れ
と
し
て
、
し
か
し
「
素
盞
嗚
尊
」
で
彼
の
覚
醒
を
描
い

た
時
の
芥
川
の
中
に
は
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
の
声
が
響
い
て

い
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
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